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『
落
窪
の
草
子
L

の
成
立

石

i
 
I
 

E

，Fノ

透

は
じ
め
に

室
町
時
代
物
語
の
一
つ
で
あ
る
『
落
窪
の
草
子
』
は
、

か
つ
て
、
篠
原
悦
夫
氏
が
、

「
小
落
窪
L

が

「
落
窪
物
語
」

の
継
子
物
語
の
形
式
を
相
当
に
や
は
り
「
忠
実
に
L

踏
襲
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
右
の
筋
最
古
か
ら
明
ら
か

で
あ
ら
う
。
（
「
継
子
物
語
の
歴
史
」
『
古
典
研
究
』
昭
和
行
年
6
月

と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
平
安
朝
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
落
窪
物
語
』
を
そ
の
ま
ま
享
受
し
た
作
品
で
あ
る
、
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
市
古
貞
次
氏
が
、

こ
の
作
は
、
落
窪
と
い
ふ
姫
の
名
の
由
来
と
、
継
子
物
で
あ
る
と
い
ふ
事
だ
け
が
、
原
作
と
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
落
窪
物

語
し
と
は
全
然
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
ゐ
、
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
叩
中
世
小
説
の
研
究
』
昭
和
幼
年
）

と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
『
落
窪
物
語
』
と
は
別
趣
向
の
物
語
で
あ
る
、

と
す
る
意
見
も
多
い
。

こ
の
一
見
相
反
す
る
両
者
の
見
解
が
、

な

ぜ
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
き
つ
つ
、
『
落
窪
の
草
子
』
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
と
思



い
つ
ノ
O

一
、
諸
伝
本

最
初
に
、

τ落
窪
の
草
子
b

の
諸
伝
本
の
所
在
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

以
下
の
伝
本
は
、

明
目
録
」
（
可
御
伽
草
子
の
世
界
』
昭
和
幻
年
）
を
も
と
に
、
私
に
増
補
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

松
本
隆
信
氏

天
理
・
奈
良
絵
本

特
大
二
冊

A
H川
万
治
2
年
刊
絵
入
大
本
一
語
（
慶
応
・
国
会
二
泊
・
岩
瀬
・
大
阪
中
之
島
・
河
野
信
一
）

東
大
図
・
奈
良
絵
本

半

rp占

小
野
幸
・
奈
良
絵
本
上
欠

半

帖

東
北
大
狩
野
・
宝
暦
3
年
写
本

大
一
冊

同
［
元
禄
］
鱗
形
昼
刊
絵
入
半
紙
本
一
一
三
大
東
急
一
一
部
・
東
大
尾
欠
）

（二）

小
浜
市
立
図
・
写
本

半
一
冊

へ
〈
新
編
御
伽
草
子
》

B 

逸
翁
美
（
赤
木
旧
）
・
奈
良
絵
本

《
室
物
一
二

V〉

特
大
三
冊

島
原
松
平
・
写
本

大
一
冊

麻
生
太
賀
吉
・
奈
良
絵
本

半

帖

竜
門
・
写
本

大
一
冊

〈
室
物
三
解
題
〉

品
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡

《
室
物
一
二
・
大
成
三
・
近
世
文
芸
叢
書
》
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山
岸
文
庫
・
写
本

大
一
冊

西
独
国
立
・
絵
巻

大
三
軸

《
西
ベ
ル
リ
ン
本
お
伽
草
子
絵
巻
集
ザ

c 

穂
久
通
・
絵
巻

大
一
軸

《大成一一一》

こ
こ
で
は
、
諸
伝
本
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
が
な
い
。

こ
の
う
ち
、
松
本
氏
前
掲
書
所
載
分
に
つ
い
て
は
、

同
氏
に
よ
る
「
擬
古
物

語
系
統
の
室
町
時
代
物
語
（
続
）
」

（
吋
斯
道
文
庫
論
集
』

5

・
昭
和
位
年
）
や

翻
刻
の
あ
る
《

》
印
の
伝
本
は
そ
の
該
当
書
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
伝
本
と
は
別
に
、
現
存
場
所
不
明
で
あ
る
が
、
存
在
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、

1 

『
国
書
総
目
録
F

臼
「
落
窪
物
語
」
所
載
「
鈴
鹿
（
天
保
一
一
伴
信
友
写
）
L

2

『
忠
文
間
前
階
目
録
』
列
（
昭
和
何
年
）
所
載
「
落
窪
の
－

J

ご
う
し
・
二
冊
（
延
宝
頃
筆
写
、
土
佐
風
極
彩
精
描
刊
図
入
）
」

『
思
文
閣
防
相
目
録
』
幻
（
昭
和
刊
年
）
所
載
寸
六
角
堂
観
音
低
限
起
絵
巻
・
一
軸
（
江
戸
初
期
筆
写
、
金
泥
極
彩
精
微
絵
詞
巻
）
」

4 

『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
命
日
目
録
』
（
昭
和
幻
年
）
所
載
「
お
ち
く
ぼ
・
三
冊
（
寛
文
頃
写
、
大
型
奈
良
絵
本
）
」

3 -

3 5 

『
弘
文
荘
待
頁
古
書
目
』
お
（
昭
和
外
年
）
一
昨
載
「
小
落
窪
絵
巻
・
三
軸
（
伝
土
佐
光
起
筆
、
承
応
寛
文
頃
写
）
し

が
あ
げ
ら
れ
る
。

J土

伴
信
友
書
写
で
あ
る
か
ら

伴
信
友
文
庫
の
一
本
で
あ
る
小
浜
市
立
図
本
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

2 

は
、
そ
の
写
真
掲
載
箇
所
の
内
容
か
ら
し
て
、

A
類
本
に
近
い
が
、
本
文
に
多
少
出
入
り
が
あ
る
。

3
は
、
題
名
は
変
っ
て
い
る
が
、
写
真

掲
載
箇
所
の
内
容
か
ら
し
て
、

C
類
本
に
近
い
『
落
窪
の
草
子
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

4
5
は、

B
類
本
で
あ
る
。
な
お
、

5
は
、
立
呂

内
庁
書
陵
部
・
和
漢
図
書
分
類
目
録
・
増
加
一
』
（
昭
和
必
年
）
所
載
で
、

現
在
閲
覧
停
止
中
の

「
お
ち
く
ほ
物
語
絵
巻
・
三
軸
（
伝
土
佐
光

起
筆
、
彩
色
）
」
と
同
一
本
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に

こ
れ
ら
の
『
落
窪
の
草
子
』
と
は
別
に
、
以
下
の
伝
本
を
確
認
し
え
た
。



A
実
践
女
子
大
学
図
書
館
常
磐
松
文
庫
蔵
っ
お
ち
く
ほ
春
之
上
・
小
－

J
・
奈
良
絵
本

特
大
三
冊

B
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ

l
・ピ

I
テ
ィ
図
書
館
蔵
「
四
季
さ
う
し
夏
之
上
－

J
・
奈
良
絵
本

半

帖

C
実
践
女
子
大
学
図
書
館
常
磐
松
文
庫
蔵
「
お
ち
く
ほ
秋
上
し
・
奈
良
絵
本

特
大
一
冊

D
市
古
貞
次
氏
蔵
「
侠
名
物
語
」
・
奈
良
絵
本
押
絵
欠

特
大
三
冊

こ
の
四
伝
本
は
、

い
ず
れ
も
完
本
で
は
な
く
、
四
つ
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
も
、
本
来
は

「
お
ち
く
ほ
」

と
称
す
る
物
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

文
体
・
内
容
か
ら
み
て
室
町
時
代
物
語
の
一
っ
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
前
に
掲
げ
た

『
落
窪
の
草
子
』
と
は
、
量
的
・
内
容
的
に
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
別
本
と
す
る
。
こ
の
別
本
『
落
窪
の
草
子
』
は
、
現
在
、

以
上
の
四
伝
本
八
冊
分
が
確
認
で
き
た
が
、
巻
の
立
て
方
か
ら
、
本
来
は
春
夏
秋
冬
三
冊
ず
つ
計
十
二
冊
の
物
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
全

-4-

冊
揃
え
ば
、
分
量
的
に
『
秋
月
物
語
』
等
に
匹
敵
す
る
、
室
町
時
代
物
語
で
は
最
長
編
ク
ラ
ス
の
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
伝
本
の
現
存
状
況
を
合
め
て
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
題
か
ら
離
れ
る
の
で
資
料
の
提
示
の
み
に
と
ど
め
、
詳
細
は

Hdム
ロ
向
こ
六
茨

1
ノ
二
、
。

口
刀
イ
干
（
三
↓
一
日

Iノ

f
u

一
一
、
成
立
時
期

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
伝
本
を
も
っ
『
落
窪
の
草
子
L

は、

い
つ
頃
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
奥
書
・
刊
記
類
か
ら
推
測

し
て
み
よ
う
。
『
落
窪
の
草
子
』
に
は
、

そ
の
成
立
時
期
を
う
か
が
わ
せ
る
注
目
す
べ
き
伝
本
が
存
在
す
る
口

そ
れ
は
B
類
に
属
す
る
山
岸

文
庫
本
で
、

そ
の
奥
書
は
以
下
の
よ
う
に
非
常
に
長
い
も
の
で
あ
る
。

a
此
本
上
中
下
総
三
巻
者
文
安
五
年
秋
請
戸
部
尚
／
書
之
許
市
写
之
畢
紛
李
之
際
倉
率
録
之
故
／
今
復
新
浄
書
胎
之
子
後
見
一
五



維
時
宝
徳
三
年
南
呂
穀
旦

左
衛
門
大
夫
源
持
資

在
判

b
這
個
三
巻
去
夏
入
洛
之
日
訪
正
議
大
夫
卜
氏
／
於
神
楽
岡
望
遠
亭
偶
爾
覧
之
乞
借
騰
写
（
件
オ
）
之
城
南
東
福
禅
剃
安
楽
寓
南
窓
之
下

ヱミ

寛
正
改
元
之
年
十
有
二
月

治
洲
頭
陀
明
琳

在
判

c
斯
書
廉
蔵
主
之
秘
蔵
也
夫
先
師
之
手
津
／
存
子
今
予
亦
有
同
学
之
因
暇
日
於
相
国
紗
／
寿
精
舎
録
栴
再
加
校
訂

文
亀
第
二
龍
集
積
一
四
月
悌
生
日
稗
浩
海

d

一
日
到
東
矯
指
月
庵
庵
主
案
上
有
斯
書
（
付
ウ
）
之
在
兵
革
回
禄
数
図
書
巻
散
区
存
子
今
者
／
殆
希
勿
乞
写
之
了
安
勿
出
於
梱
外

丁
卯
孟
冬
念

通
議
大
夫
ト
部
宿
禰

在
判

- 5 

三
口
了
録
二
年
四
月
八
日
就
菅
二
品
拝
借

殿
下
／
之
御
本
書
写
翌
日
夕
付
二
品
返
上
畢
件
／
之
御
本
者
乃
神
祇
管
領
ト
氏
之
珍
蔵
也

正
二
位
行
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
藤
原

二
A
口
（
何
オ
）

f
天
文
十
二
年
笑
卯
正
月
吉
日
於
吉
水
大
／
乗
院
写
了

舜
阿

在
判

g
弘
治
乙
卯
陽
月
之
士
口

大
外
記
左
大
夫
中
原

在
判



h
頃
日
間
得
沙
強
於
知
久
保
乃
草
子
蔵
之
文
／
庫
往
披
閲
之
即
大
外
記
師
純
一
時
脱
也
莫
鵬
胤

天
正
二
年
甲
戊
二
叫

戸
部
帥
藤
一
一
忠
一
一
川
一
「

（
行
ウ
）

i
文
禄
四
年
歳
次
乙
未
陸
虫
食

従
三
虫
吹
侍
従
虫
食
雅
虫
食
（
判
オ
）

（
付
ウ

j
於
地
久
保
草
紙

一
冊

従
栗
田
口
信
豊
君
借
覧
而
令
書
写
者
也

昭
和
十
年
十

月

中
1Jじ

岸
廼
舎
識
之

川
角
子
十
一
月
三
日
起
事
余
行
子
関
無
／
同
月
十
一
日
余
受
之
明
記
来
由
云
云
（
打
オ
）

こ
の
よ
う
な
長
い
奥
書
を
も
っ
伝
本
は
、
『
落
窪
の
草
子
』

の
他
の
伝
本
は
も
ち
ろ
ん
、
室
町
時
代
物
語
全
体
を
見
渡
し
て
も
、

き
わ
め

-6-

て
異
例
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
山
岸
文
庫
本
は
、

一
番
最
後
の

j
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
山
岸
徳
平
氏
が
栗
田
口
信
豊
氏
の
所
蔵
本
を
昭
和
十
年
に
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
山
岸
氏
は
多
く
の
伝
本
を
模
写
し
て
残
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
本
も
そ
う
し
た
模
写
本
の
一
冊
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
親
本
で
あ
る
粟
田
口
氏
の
伝
本
に
、

a
か
ら
・
ー
ま
で
の
奥
書
が
付
い
て
い

た
こ
と
に
な
る
つ

し
か
し
、
粟
田
口
（
現
性
、
芝
山
）
信
豊
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
親
本
に
あ
た
る
伝
本
を
借
与
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
い
は
別
の
人
物
と
間
違
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
、

a
か
ら
・
ー
ま
で
の
奥
書
を
も
っ
た
伝
本
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

」
れ
に
よ
る
と

a
に
記
す
文
安
五
（
一
四
四
べ
）
年
に
は
「
』
落
窪
の
草
子
「
』
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

2

の
奥
書
を
書
い
た
と

さ
れ
る
「
源
持
資
」
は
、
太
田
道
濯
の
こ
と
で
あ
る
。
太
田
道
濯
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
後
世
、
道
濯
を
主
人
公
と
し
た



多
く
の
話
が
作
ら
れ
た
こ
と
や
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
「
左
衛
門
大
夫
」
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
奥
書
も
道
濯
に
仮
詑

さ
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
c

ま
た
、

b
に
登
場
す
る
「
正
議
大
夫
卜
氏
」
と
は
、
学
者
と
し
て
著
名
な
ト
部
兼
倶
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
辺
か
ら
も
、
著
名
人
に
仮
詫
し
た
姿
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
さ
ら
に
、

b
を
記
し
た
「
明
琳
」
と
は
r

洞

上
聯
燈
録
』
に
み
ら
れ
る
宗
哲
を
指
す
と
思
わ
れ
、

そ
う
す
る
と
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

c
以
下
の
登
場
人
物
も
、
そ
れ

に
相
当
す
る
実
在
の
人
物
が
見
出
せ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
検
討
は
省
略
す
る
c

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
禅
宗
系
の
僧
侶
、
あ
る
い

は
卜
部
氏
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
に
関
係
す
る
人
物
に
よ
っ
て
、
こ
の
奥
書
、
が
創
作
さ
れ
、

手
格
窪
の
草
子
』

に
付
加
さ
れ
た

も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

a
か
ら
・
ー
ま
で
の
全
体
が
偽
作
な
の
か
、
途
中
ま
で
が
偽
作
な
の
か
は
判
別
し
が
た
い
。
こ
の
山
岸

文
庫
本
を
見
る
限
り

f
で
書
体
を
変
え
た
り

c
や
h
i
の
よ
う
に
虫
食
を
表
示
す
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
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に
し
て
も
、

a
に
み
ら
れ
る
文
安
五
年
を
も
っ
て
、

そ
の
成
立
時
期
を
考
え
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

『
落
窪
の
草
子
』

の
他
の
伝
本
に
は
、

一
部
分
で
も
こ
の
奥
書
と
一
致
す
る
奥
書
を
も
つ
も
の
は
一
本
も
存
在
し
な
い
、

と
い
v

フ
こ
と
も

こ
の
奥
書
が
偽
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
他
の
伝
本
の
奥
書
・
刊
記
類
で
一
番
古
い
も
の
は
、

A
類
本
付
の
万
治
二

年
刊
本
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

正
確
に
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
以
前
が
成
立
時
期
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
奥
書
の
な
い
写
本
、

例
え
ば
龍
門
文
庫
本
の
よ
う
に
、

こ
れ
よ
り
成
立
時
期
が
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
も
あ
る
が

正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
『
落
窪

の
草
子
』
の
内
容
か
ら
成
立
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

『
落
窪
の
草
子
』
の
成
立
時
期
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

イ云

本
の
書
写
年
代
か
ら
近
世
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
、

と
い
う
に
と
ど
め
た
い
。



三
、
概

略

『
落
窪
の
草
子
』
が
ど
の
よ
う
な
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
前
に
、
本
書
の
概
略
を
」
Z
し
て
お
こ
う
。

」
れ
は
、

A
類
本
付

的
系
統
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
便
宜
上
川
か
ら
倒
ま
で
に
分
け
て
み
た
。

川
沢
野
の
中
納
言
の
北
の
方
は
、
六
角
堂
の
観
音
に
子
供
を
授
け
て
と
祈
願
し
、
光
る
ほ
ど
の
姫
君
が
生
ま
れ
る
。

閣
姫
君
が
七
歳
の
時
に
北
の
方
は
亡
く
な
り
、

や
が
て
、
継
母
が
入
り
娘
二
人
と
息
子
一
人
が
生
ま
れ
る
。

制
姫
君
は
継
母
に
虐
待
さ
れ
、
板
敷
を
一
段
下
げ
た
所
に
住
ま
わ
さ
れ
、
落
窪
の
姫
君
と
呼
ば
れ
る
。

制
姫
君
の
美
し
さ
は
関
白
の
子
二
位
の
中
将
の
耳
に
入
り
、
中
将
は
文
を
送
り
、
姫
君
も
こ
れ
に
答
え
る
。

制
継
母
は
こ
の
交
渉
を
妬
ん
で
中
納
言
に
議
言
し
、
中
納
言
は
姫
君
を
六
角
堂
に
参
詣
さ
せ
る
。

そ
の
留
守
に
中
将
の
使
者
が
文
を
届
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け
て
き
た
が
、
継
母
が
、
姫
君
は
人
に
盗
ま
れ
た
と
う
そ
を
言
っ
た
の
で
、
中
将
は
気
が
狂
い
、
行
方
不
明
に
な
る
。

畑
一
方
姫
君
は
、
観
音
に
祈
願
し
て
い
る
と
、
下
向
す
る
道
で
最
初
に
会
っ
た
人
を
自
分
の
夫
に
せ
よ
、

と
い
う
示
現
を
得
る
。

そ
し

て
最
初
に
会
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
御
堂
に
住
ん
で
い
た
物
狂
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
物
狂
い
も
示
現
を
受
け
て
い
た
の
で
、
や
む
を

え
ず
こ
れ
と
契
り
一
緒
に
暮
す
。

聞
や
が
て
、
物
狂
い
は
中
納
言
と
の
見
参
を
求
め
、
中
納
言
が
仕
方
な
く
筆
見
参
を
行
う
と
、
物
狂
い
は
行
方
不
明
の
中
将
で
あ
っ

た。

制
中
将
と
姫
君
は
関
白
の
家
に
迎
え
ら
れ
、
中
将
は
大
納
言
と
な
り
、
父
関
白
か
ら
世
を
譲
ら
れ
、
中
納
言
を
も
大
納
言
に
し
、
姫
君

を
北
の
方
と
し
て
栄
え
る
。



聞
こ
れ
は
、

ひ
と
え
に
六
角
堂
観
音
の
利
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

A
類
本
什
系
統
の
中
で
も
同
の
鱗
形
屋
刊
本
は
、
女
主
人
公
の
名
を
「
な
に
は
の
ま
へ
」
と
し
て
い
る
が
本
文
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る。

A
同
系
統
本
は
、
概
略
の
間
の
途
中
ま
で
は
い
門
系
統
と
同
一
本
文
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
下
は
異
な
る
。

ま
た
、

B
類
本
は
、
本
文
・
内
容
と
も
に
A
類
本
と
大
き
く
異
な
る
。
特
に
、
冒
頭
に
A
類
本
に
は
み
ら
れ
な
い
六
角
堂
の
縁
起
が
あ

る
。
そ
の
部
分
を
剛
と
し
て
、

そ
の
概
略
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

山
間
あ
る
時
、
聖
徳
太
子
は
難
波
の
浦
で
金
銅
の
如
意
輪
観
音
を
得
て
、
示
現
に
よ
り
山
城
国
愛
宕
部
に
六
角
堂
を
建
立
し
て
安
置
し

た
。
後
に
示
現
の
通
り
に
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
、
京
造
営
に
当
っ
て
条
々
を
割
っ
た
時
に
、
六
角
堂
が
小
路
の
ま
ん
中
に
あ
り
、

二子
、ー

の
処
置
に
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
夜
の
う
ち
に
御
堂
が
自
ら
動
い
た
。

B
類
本
に
は
、
こ
の
六
角
堂
の
縁
起
が
加
わ
り
、

ま
た
、

A
類
本
の
う
ち
、
中
将
と
姫
君
の
恋
愛
談
で
あ
る
倒
閣
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
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る
。
し
た
が
っ
て
、

B
類
本
は
A
類
本
よ
り
も
六
角
堂
の
利
生
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

C
類
本
は
、
概
略
剛
が
存
在
し
、
概
略
川
四
回
が
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
、

B
類
本
に
近
い
が
、
本
文
的
に
は
、

A
B
類
本
を
合
わ
せ
た
よ

う
な
特
徴
を
も
っ
。

本
来
な
ら
こ
こ
で
、

A
B
C
各
類
本
の
詳
細
な
相
異
や
、
各
類
本
内
で
の
諸
伝
木
の
特
徴
等
を
記
ナ
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
に
余
裕
が
な

い
。
よ
っ
て
、
以
上
の
概
略
、
並
び
に
略
解
説
で
先
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

四
、
コ
洛
窪
物
語
』
と
の
関
係

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
概
略
の
『
落
窪
の
草
子
』
が
、
内
容
的
に
ど
の
よ
う
な
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
み
て
い
く
こ



と
に
し
よ
う
。
最
初
に
、
平
安
朝
『
落
窪
物
語
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
一
に
、
両
本
の
諸
伝
本
に
記
さ
れ
た
書
名
を
掲
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

は
漢
字
に
直
し
た
。

落
窪
物
語

A
H類
本

A
口
類
本

B
類
本

C
類
本

な
お
、
『
落
窪
の
草
子
』
は
各
類
に
分
け
、
平
仮
名

落
窪
・
落
窪
物
語
・
落
窪
の
草
子

落
窪
・
落
窪
物
語
・
落
窪
の
草
子
・
難
波
の
前
物
語

落
窪
物
語
略
本
・
小
落
窪

落
窪
・
落
窪
の
草
子

落
窪
・
六
角
堂
観
音
縁
起
絵
巻

こ
の
よ
う
に
、
『
落
窪
物
語
』
と
『
落
窪
の
草
子
L

は
、
そ
の
書
名
だ
け
か
ら
で
は
区
別
が
つ
か
な
い
。
両
本
と
も
古
い
伝
本
の
主
流
は
「
落

窪
」
と
い
う
書
名
で
あ
り
、
平
安
朝
可
落
窪
物
語
』
に
は
「
落
窪
物
語
」
と
い
う
書
名
が
、
室
町
時
代
物
語
句
落
窪
の
草
子
』
に
は
「
落
窪

い
く
つ
か
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
今
日
で
は
両
者
の
書
名
の
区
別
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
安
朝
『
落
窪
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物
語
』

のャつ・日ノ

の
草
子
」
と
い
う
書
名
が
、

こ
の
他
、

「
落
窪
の
草
子
L

天
理
図
書
館
に
目
録
題
を

『
落
窪
物
語
抄
』

の
書
名
を
も
つ
も
の
は
三
手
文
庫
本
で
あ
る
。

と
す
る
伝
本
が
存
在
し
、
内
題
に
「
お
ち
く
ほ
の
さ
う
し
」
と
あ
る
c

本
書
は
、
『
落
窪
物
語
』
の
和
歌
を
中
心
と
し
た
抄
出
本
で
あ
り
、
分

量
的
に
室
町
時
代
物
語
守
落
窪
の
草
子
L

に
近
い
面
が
あ
る
。
ま
た
、
『
落
窪
の
草
子
L

の
う
ち
、
「
落
窪
物
語
L

の
書
名
を
も
つ
も
の
は
万

治
二
年
刊
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
名
に
関
わ
る
問
題
は
、
別
本
『
落
窪
の
辛
子
』
を
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
、
両

者
の
書
名
が
非
常
に
近
く
、
混
乱
さ
れ
る
ほ
ど
の
要
素
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
書
名
の
共
通
は
、
『
落
窪
の
草
子
』
が
、
『
落
窪
物
語
』
の
内
容
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
平
安
朝
と

室
町
期
の
両
方
の
物
語
が
存
在
す
る
『
狭
衣
』
を
も
含
め
て
、
当
時
の
書
名
に
対
す
る
音
山
識
や
、
具
本
の
作
成
に
つ
い
て
の
態
度
を
深
く
解



明
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
可
落
窪
の
草
子
』
に

「
小
落
窪
」
や
「
六
角
堂
観
音
縁
起
絵
巻
」
と
い
う
題
名
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
『
落
窪
の
草
子
』
の
性
格
を
端
的
に
示
し
て
は
い
る
が
、
後
出
来
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
－
一
落
窪
の
草
子
』
の
登
場
人
物
は
十
人
程
度
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
亡
】
落
窪
物
語
』
の
登
場

次
に
、
登
場
人
物
を
み
て
み
る
と
、

人
物
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
個
別
の
登
場
人
物
名
も
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
以
下
に
揚
げ
た
の
は
、
男
主
人
公
で

一
一
位
中
将

あ
る
中
将
と
、
姫
君
の
父
中
納
言
が
、
昇
官
し
て
い
く
様
子
を
系
統
別
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

落
窪
物
語

A
H類
本

A
同
類
本

B
類
本

C
類
本

中
納一

落
窪
物
語

一

A
H類
本

一
A
は
類
本

一
B
類
本

一
C
類
本

右
近
少
将
・
左
近
少
将
・
三
位
中
将
・
中
納
言
兼
右
衛
門
督
・
大
納
言
兼
左
大
将
・
左
大
臣
・
太
政
大
目

二
位
中
将
・
大
納
言
・
関
山

二
位
中
将
・
関
白
・
太
政
大
日

二
位
中
将
・
関
白

二
位
中
将
・
関
白
・
内
大
臣
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中中中中中
納品内納品内納

大大大
臣車内納

『
落
窪
物
語
』
は
、
八
刀
量
に
し
て
『
落
窪
の
草
子
』
の
約
十
倍
あ
る
か
ら
、
官
職
が
次
々
と
変
っ
て
ゆ
く
が
、
こ
の
表
だ
け
か
ら
で
も
、

『落



窪
物
語
』
と

τ落
窪
の
草
子
』
の
近
似
、
中
で
も

A
H類
本
と
の
近
似
が
指
摘
で
き
よ
う
c

書
名
・
登
場
人
物
名
の
他
に
『
落
窪
物
語
』
と
一
致
す
る
も
の
に
和
歌
が
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は
A
類
本
に
登
場
す
る
和
歌
で
あ

る

a
す
ゑ
か
も
の
ま
た
い
て
た
〉
ぬ
を
ふ
り
す
て
〉
い
か
に
な
り
ゆ
く
わ
か
身
な
る
ら
ん

b
日
に
そ
へ
て
う
さ
の
み
ま
さ
る
世
の
中
に
こ
」
ろ
つ
く
し
の
身
を
い
か
に
せ
ん

c
き
み
あ
り
と
き
く
に
心
を
つ
く
は
ね
の
み
ね
と
こ
ひ
し
き
な
け
き
を
そ
す
る

d
ほ
に
出
て
い
ふ
か
ひ
あ
ら
は
花
す
〉
き
そ
よ
と
も
か
せ
に
う
ち
な
ひ
か
ま
し

こ
の
う
ち
、

b
c
d
は
『
落
窪
物
語
』
に
ほ
ぼ
同
一
の
和
歌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
落
窪
の
草
子
』
の
概
略
附
凶
に
こ
の
三
首
は
存

在
し
、

b
c
は
、
作
者
も
そ
の
使
わ
れ
方
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、

d
は
少
し
違
っ
て
い
る
。
ま
ず
和
歌
自
体
が
、

『
落
窪
物
語
』

の
結
句
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う
ち
な
ひ
か
な
ん

と
な
っ
て
い
る
。
「
な
ん
」
で
あ
れ
ば
、
他
に
対
し
て
実
現
を
望
む
気
持
を
表
わ
し
、
「
ま
し
L

で
あ
れ
ば
、
自
分
の
希
望
を
表
わ
す
こ
と
に

な
る
。
事
実
、
歌
の
作
者
は
、
『
落
窪
物
語
』
で
は
男
主
人
公
で
あ
り
、

A
類
本
で
は
姫
君
に
な
っ
て
い
て
、
歌
の
役
割
と
し
て
は
、
姫
君

が
な
び
く
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
て
、

A
類
本
の
作
者
が
、
『
落
窪
物
語
』
の
こ
の
歌
を
み
て
、
都
合
の
い

い
よ
う
に
手
直
し
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た

a
の
和
歌
は
、
『
落
窪
物
語
』
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

鈴
鹿
山
憂
世
を
よ
そ
に
ふ
り
す
て
て
い
か
に
な
り
行
わ
が
身
な
る
ら
ん



と
い
う
西
行
の

『
』
山
家
集
』
に
あ
る
歌
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

」
の
歌
は
、
－

1

新
古
今
和
歌
集
【
二
呑
十
七
や
、
諸
本
あ
る
守
西
行

物
語
』
の
一
部
に
も
み
ら
れ
、
当
時
有
名
な
歌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
『
こ
ほ
ろ
ぎ
物
語
』
に
も
類
歌
が
み
ら
れ
る
。

」
の
よ
う
に
、
室
町

時
代
物
語
で
は
、
有
名
な
和
歌
を
勝
手
に
作
り
変
え
、
物
語
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か
し
、

b
c
d
の
よ
う
な
『
落

主
均
五
口
つ
口
政
ミ
、

柿お
H
1一
三
日
』
庁

ν
4不
耳
目
で
刀

さ
し
て
有
名
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、

こ
の
場
合
は
、
『
落
窪
の
草
子
』
の
作
者
が
、
直
接
『
】
落
窪
物
語
』
を
み
て

和
歌
を
取
り
込
ん
だ
、

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

B
C
類
本
に
は
こ
れ
ら
の
歌
が
な
く
、
全
く
別
な
和
歌
数
首
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
の
面
か
ら
も
、

A
類
本
は
よ
搭
窪
物
語
』
と
近
似

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

さ
て
、

肝
心
の
内
容
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
概
略
附
か
ら
間
の
途
中
ま
で
は
、
『
落
窪
物
語
』
に
対
応
す
る
箇
所
が
見
出
せ
る
。
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以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
概
略
間
に
あ
る
、
継
母
が
姫
君
を
落
窪
に
住
ま
わ
せ
る
場
面
で
あ
り
、

E

－
荒
窪
物
語
』
で
は
物
語
の
冒
頭
に
あ
た
る
c

本
文
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
、
諸
本
の
該
当
箇
所
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

落
窪
物
語
（
寛
政
六
年
刊
本
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
）

し

ん

で

ん

は

な

ら

い

で

ま

た

（

ひ

と

〉

ま

お

ち

く

ぽ

ふ

た

ま

寝
殿
の
放
出
の
、
又
一
間
な
る
所
の
、
落
窪
な
る
所
の
、
二
間
な
る
に
な
ん
住
ま
せ
給
ひ
け
る
。
君
達
と
も
い
は
ず
、
御
方
と
は
ま

し
て
い
は
せ
給
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
名
を
つ
け
ん
と
す
れ
ば
、
さ
す
が
に
、
お
と
ズ
の
お
ぼ
す
心
あ
る
べ
し
と
つ
つ
み
給
ひ
て
、
「
落

窪
の
君
と
い
へ
」
と
の
給
へ
ば
、

人
々
も
さ
い
ふ
。

A
類
本
（
万
治
二
年
刊
本
『
大
成
三
L
）

た
つ
み
の
か
た
に
、

ひ
と
ま
な
る
と
こ
ろ
の
、
有
け
る
を
、

い
た
し
き
を
、

一
た
ん
さ
け
て
、
そ
こ
に
す
ま
せ
給
ふ
ほ
と
に
、
人
み

な
、
お
ち
く
ほ
の
ひ
め
き
み
と
そ
、
申
け
る



B
類
本
（
赤
木
旧
本
『
室
物
三
』
）

た
つ
み
の
す
み
に
、

お
ち
い
た
し
さ
を
こ
し
ら
へ
て
、
す
ま
せ
給
ふ
、

支
〉
は
、
の
心
の
、
さ
か
な
さ
よ
、
お
ち
く
ほ
の
ひ
め
き
み

と
そ
な
つ
け
〉
る

C
類
本
（
穂
久
週
本
可
大
成
三
』
）

た
つ
み
の
す
み
に
、

お
ち
い
た
し
き
を
、

ひ
と
ま
こ
し
ら
へ
、
す
へ
を
き
て
、

お
ち
く
ほ
の
姫
君
と
そ
申
け
る

こ
の
よ
う
に
、
『
凶
落
窪
の
草
子
』
は
勺
落
窪
物
語
』
を
簡
略
化
し
、
筋
本
位
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、

」
の
例
か
ら
、

C
類
本
が
A

B
両
類
本
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
本
文
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
主
た
、

A
類
本
に
は
つ
ひ
と
ま
な
る
と
こ
ろ

の
」
と
い
う
守
落
窪
物
語
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
句
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
文
上
も
や
は
り
、

A
類
本
が
『
落
窪
物
語
』
に
近
い
と
す
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る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
落
窪
物
語
』
と
A
類
本
の
対
応
は
、
概
略
聞
か
ら
同
ま
で
に
わ
た
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
寸
一
間
な
る
所
の
L

と
い
う
語
句
を
も
っ
守
落
窪
物
語
』
の
伝
本
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
こ
の
辺
か
ら
、
『
落
窪
の
草
子
』
が
依
拠
し
た

『
落
窪
物
語
』
の
伝
本
を
明
ら
か
に
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
種
々
の
問
題
を
合
ん
で
い
る
。

ま
た
、
概
略
閣
に
み
ら
れ
る
一
族
繁
栄
の
姿
は
、

『
十
品
窪
物
語
』
巻
四
と
対
応
し
て
お
り
、

、
の
官
職
の
進
み
方

τ、
前
に
み
た
通
リ
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
姫
君
の
父
中
納
言
が
大
納
言
に
昇
進
す
る
場
面
を
例
に
掲
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

落
窪
物
語

な

に

は

や

や

う

ユ

う

「
何
か
は
さ
は
思
は
ん
を
。
早
う
さ
る
べ
き
様
に
奏
、
と
奉
ら
せ
よ
。

限
り
な
く
喜
び
給
ひ
て
、

大
納
言
は
な
く
て
も
あ
し
く
も
あ
ら
じ
」
と
、
ゎ
f
小
心
な
る
世

恰な
子れ
さば
宣Zと
旨じお
くぼ
忙し

V デー

v ＼、

拾 の
ひ給
~ ""-

。：王

申
（
し
）
た
王
び
て
、

斗－｝－

ひ
て
、
中
納
言
、
大
納
言
に
成
（
り
）



A
類
本

大
な
こ
ん
と
の
、
く
ら
ひ
に
つ
か
せ
給
ひ
て
、
中
な
こ
ん
を
も
、
大
な
こ
ん
に
な
し
給
ふ

『
落
窪
物
語
』

の
こ
の
部
分
は
、

こ
れ
以
前
に
、
男
主
人
公
が
自
分
の
職
で
あ
る
大
納
言
を
譲
ろ
う
と
決
心
す
る
場
面
が
あ
り
、

A
類
本
の

掲
出
部
分
に
対
応
す
る
箇
所
は
、

は
る
か
に
長
い
。

し
か
し
、

A
類
本
も
、
中
納
言
の
大
納
言
昇
進
に
男
主
人
公
が
絡
ん
で
い
る
点
で
共
通

し
て
い
る
。
こ
の
辺
も
A
類
本
の
筋
の
簡
略
化
の
一
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

A
類
本
の
概
略
閣
制
閣
と
閣
は
、

寸
子
治
窪
物
語
与
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
た
部
分
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

B
C
類

本
に
は
、
概
略
閣
制
が
存
在
せ
ず
、
閣
は
あ
る
に
し
て
も
、
前
掲
の
よ
う
な
中
納
言
、
が
大
楠
言
に
栄
進
す
る
場
面
は
な
い
か
ら
、

A
類
本
ほ

ど

『
落
窪
物
語
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
主
た
、
寸
落
窪
物
語
』
の
影
響
し
」
い
っ
て
も
、

A
類
本
と
対
応
す
る
の
は
、
そ

の
冒
頭
と
巻
末
と
い
う
、
『
落
窪
物
語
』
全
体
か
‘
り
す
れ
ば
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
守
落
窪
物
語
己
に
み
ら
れ
る
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よ
う
な
、
継
母
に
対
す
る
数
々
の
復
讐
や
、

そ
れ
に
続
く
親
に
対
す
る
孝
養
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

J
治
窪
の
草
子
』
は
『

J

落
窪
物
語
ム
の
問
目

頭
と
巻
末
の
み
読
め
ば
作
れ
る
作
品
で
、
あ
る
、

と
い
w

フ
こ
ー
と
J

小
で
を
工
品
、
フ
。

－
）
か
し
、

－
勺
落
窪
物
語
与
の
口
一
落
窪
の
草
子
「
己

へ
の
影
響
、
特

に
A
什
的
系
統
本
へ
の
影
響
は
、
以
上
の
こ
と
が
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
っ

玉
、
六
角
堂
と
の
関
係

そ
れ
で
は

こ
の
よ
う
な
『
落
窪
物
語
』
の
影
響
以
外
に
、
ど
の
工
う
な
要
素
が
『
落
窪
の
草
子
与
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

A
類
本

の
概
略
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、

」
惜
窪
物
語
』

の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
概
略
川
閣
制
閣
制
に
ほ
、

六
角
堂
が
多
く
登
場
し
て
い
る
。

す

な
わ
ち
、
姫
君
自
身
が
六
角
堂
観
音
の
申
し
子
で
あ
リ
、
中
将
と
巡
り
合
い
、

一
族
繁
栄
を
も
た
ら
す
の
も
、
六
角
堂
の
利
生
に
よ
っ
て
い



る
の
で
あ
る
。
こ
の
六
角
堂
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
概
略
川
間
や
倒
な
ど
は
、
室
町
時
代
物
語
に
よ
く
み
ら
れ
る
類
型
的
な
話
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
な
ぜ
六
角
堂
と
結
び
付
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
概
略
附
の
よ
う
な
、
人
と
人
と
を
結
び
付
け
る
示
現
が
な
ぜ
で
て
く
る
の
か
、

こ
こ
で
し
ば
ら
く
、
六
角
堂
に
関
係
す
る
物
語
・
説
話
類
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

六
角
堂
は
、
現
在
も
京
都
市
の
中
央
に
位
置
し
、
華
道
の
池
坊
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
な
寺
院
で
あ
る
。
『

u

落
窪
の
草
子
』

B
C
類
本
に

は
、
概
略
剛
の
よ
う
に
、
六
角
堂
の
縁
起
が
存
在
す
る
。
こ
の
話
は
、
古
く
は
野
村
八
良
氏
可
室
町
時
代
小
説
論
』
（
昭
和
日
年
）
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
六
角
堂
縁
起
し
を
も
と
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
っ
六
角
堂
縁
起
し
は
、
可
伊
呂
波
宇
類
抄
』
や
『
続
古
事
談
』
等
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
ろ
う
。
ま
た
、
中
世
に
多
く
の
説
話
類
を
包
含
し
て
い
っ
た
『
聖
徳

太
子
伝
記
L

の
う
ち
、
叡
山
文
庫
本
・
国
会
図
書
館
本
等
に
も
っ
六
角
堂
縁
起
」
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
離
れ
る
。

や
は
り
、
可
落
窪
の

草
子
』
の
六
角
堂
の
縁
起
は
、
『
伊
呂
波
宇
類
抄
』
系
統
の
も
の
を
も
と
に
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、

」
の
概
略
州
以
外
の
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六
角
堂
の
話
は
、
何
か
典
拠
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
角
堂
を
考
え
る
上
で
、
宗
教
上
最
も
重
要
な
の
は
、
親
驚
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
『
善
信
聖
人
絵
L

（
引
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
ι
）
の
詞
書

み
ず
の
と
の

け

ん

に

ん

主

す

よ

と

ら

の

と

き

む

さ

う

の

つ

げ

か

の

き

に

い

は

く

か

く

、

た

う

く

せ

け

ん

ょ

っ

七

む

ご

も

し

ゃ

う

て

ろ

か

た

に

ー

し

げ

人

建
仁
三
年
均
四
月
五
日
夜
寅
時
、
聖
人
夢
想
告
ま
し
／
＼
き
。
彼
記
云
、
六
角
堂
の
救
世
菩
薩
、
顔
容
端
厳
の
型
僧
の
形
を
示
現
し

亥

し

ろ

き

の

う

け

さ

ち

ゃ

く

ぷ

く

く

わ

う

び

ゃ

く

れ

ん

P
ゑ

た

ん

ざ

ぜ

ん

し

ん

が

弓

め

い

し

ふ

ほ

う

せ

ち

に

よ

ば

ι

て
白
柄
の
袈
裟
を
着
服
せ
し
め
慶
大
の
白
蓮
華
に
端
座
し
て
善
信
に
告
命
し
て
の
た
ま
わ
く
、
行
者
宿
報
設
女
犯
、

ぽ

ん

し

け

ん

の

う

し

ゃ

う

ご

む

り

ん

じ

ゅ

い

ん

だ

う

し

ゃ

う

ご

く

ら

〈

〈

せ

ぜ

ん

し

ん

の

た

ま

は

く

こ

れ

は

こ

れ

わ

が

せ

い

ぐ

わ

ん

犯
、
一
生
之
問
能
荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
文
、
救
世
主
口
薩
善
信
に
言
、
比
是
我
誓
願
な
り
。

わ
レ
ゃ
っ
さ
ょ
く
に
よ
し
ん
ひ

我
成
玉
女
身
被

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
角
堂
観
音
に
よ
っ
て
、
親
種
目
が
妻
帯
す
る
示
現
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
一
」
志
信
厄
消
息
』
等

に
よ
れ
ば
、
六
角
堂
に
百
日
参
龍
中
の
親
驚
の
夢
の
中
で
行
わ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
思
い
起
さ
れ
る
の
が
『
落
窪
の
草
子
』
の



概
略
附
に
お
け
る
、
六
角
堂
参
箆
と
結
婚
の
示
現
で
あ
る
。
両
者
は
、
六
角
堂
参
籍
中
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
（
B
類
本
は
百
日
参
龍
中
で

あ
る
こ
と
ま
で
一
致
）
、
夢
の
中
で
六
角
堂
観
音
に
よ
る
結
婚
の
示
現
を
受
け
る
こ
と
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
似
通
っ
て
い
る
。
親
驚
は
浄
土
真

宗
の
開
祖
で
あ
り
、
室
町
期
に
は
蓮
如
に
よ
っ
て
真
宗
が
再
興
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
親
驚
に
よ
る
六
角
堂
の
話
は
、
室
町

時
代
に
は
か
な
り
広
ま
っ
て
い
た
ろ
う
。

そ
の
有
名
な
話
を
利
用
し
て
『
落
窪
の
草
子
』
が
成
立
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
前
の
文
献
に
も
、
六
角
堂
に
お
け
る
夢
告
を
扱
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
六
「
隠

形
男
、
依
六
角
堂
観
音
助
顕
身
語
第
叶
二
」
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

昔
、
い
つ
も
六
角
堂
に
参
詣
す
る
年
若
い
侍
が
、

あ
る
日
、
鬼
に
よ
り
隠
形
の
身
と
さ
れ
る
が
、
夢
告
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局

姿
を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
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と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
話
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

カ

ク

パ

カ

リ

ナ

リ

ヨ

ネ

ミ

チ

ヤ

ウ

ホ

ト

タ

フ

ト

ゲ

イ

デ

タ

チ

ツ

ゲ

ノ

タ

マ

此
テ
二
七
日
許
ニ
モ
成
ヌ
ル
ニ
、
夜
ル
寝
タ
ル
ニ
、
暁
方
ノ
夢
ニ
っ
御
帳
ノ
辺
リ
、
貴
気
ナ
ル
僧
出
テ
、
男
ノ
傍
ニ
立
テ
、
告
テ
宣
ハ

ア

シ

タ

コ

コ

マ

カ

リ

イ

デ

ハ

ジ

メ

7
へ

ノ

シ

タ

ガ

フ

ベ

カ

サ

メ

ク
、
『
汝
ヂ
、
速
ニ
、
朝
、
此
ヨ
リ
罷
出
ム
ニ
、
初
テ
会
ラ
ム
者
云
ハ
ム
事
ニ
可
随
シ
』
ト
L

。
此
ク
見
ル
程
ニ
、
夢
覚
ヌ
。
（
可
日
本
古

典
文
学
大
系
』
）

こ
の
よ
う
に
、
六
角
堂
の
観
音
に
よ
っ
て
、
朝
最
初
に
会
っ
た
人
物
に
従
え
、
と
夢
告
を
得
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
最
後
は
、
六
角
堂
の
利
生
語
と
い
う
こ
と
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
『
落
窪
の
草
子
』
の
概
略
附
に
あ

る、

い
ま
は
は
や
、
と
く
ノ
＼
げ
か
う
せ
よ
、
こ
れ
よ
り
、
げ
か
う
せ
ん
み
ち
に
て
、
は
し
め
に
あ
は
ん
人
を
、
な
ん
ち
か
つ
ま
と
、

す
る

な
ら
は
、
ナ
ゑ
は
、

め
で
た
か
る
へ
し
と
、

の
た
ま
ふ
と
お
ほ
へ
て
、

ゆ
め
さ
め
ぬ
（
万
治
二
年
刊
本
）



と
い
う
話
と
、
き
わ
め
て
近
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
落
窪
の
草
子
門
司
、
か
成
立
す
る
は
る
か
以
前
に
、
六
角
堂
の
利
生
請
と
し
て
、

下
向
し
て
一
番
最
初
に
会
っ
た
人
に
従
え
、

と
い
う
示
現
の
話
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
『
今
昔
物
詩
集
』
の
伝
本
自
体
が
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
さ
ほ
ど
流
布
し
た
と
は
思
え
な
い
し
、
六
角
堂
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
の
類
型
の
話
は
勺
十
日
今
著
聞
集
』
巻

五
・
コ
二
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
巻
第
八
・
『
さ
さ
や
き
竹
』
・
昔
話
『
牛
の
稼
入
』
等
、
非
常
に
多
く
の
説
話
集
、
物
語
に
指
摘
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
『
落
窪
の
草
子
』
の
作
者
が
、
直
接
『
今
昔
物
語
集
』
を
み
た
と
い
う
よ
り
は
、

」
の
類
型
の
話
を
六
角
堂
に
結
び
付

け
て
利
用
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
六
角
堂
と
結
び
付
い
て
い
た
こ
の
よ
う
な
話
を
利
用
し
た
、

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
口
】
落
窪
の
草
子
』
成
立
以
前
の
六
角
堂
の
扱
わ
れ
方
で
あ
る
が
、
同
時
代
あ
る
い
は
伝
本
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
近
世
前
期
の
文

芸
作
品
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
し
た
別
本
r

落
窪
の
草
子
』
は
、
六
角
堂
が
登
場
す
る
こ
と
な
と
、

活
窪
の
草
子
』

と
似
た
面
が
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あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、

こ
の
人
、

日
こ
ろ
お
も
ひ
給
へ
る
女
は
う
を
、

い
さ
〉
か
の
事
あ
り
て
、
女
房
う
ち
う
ら
み
う
せ
給
ふ
を
、
ほ
い
な
く
お
ほ
し
て
、
比

ゆ
く
ゑ
を
し
ら
ま
ほ
し
く
ね
か
ひ
給
ふ
て
、
ま
い
日
ま
う
て
給
ひ
け
る
（
市
古
貞
次
氏
蔵
『
侠
名
物
語
ら
）

と
あ
る
よ
う
に
、
六
角
堂
に
人
と
人
と
の
再
会
を
祈
願
す
る
場
面
が
あ
り
、
こ
れ
を
見
て
、
女
主
人
公
も
中
将
と
の
再
会
を
願
っ
て
い
る
。

結
末
部
分
の
伝
本
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
両
者
の
避
遁
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
別
本
ベ
落
窪
の
草
子
』
は
、

『
落
窪
の
草
子
』

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、

そ
う
で
あ
っ
て
も
、

姫
君
が
六
角
堂
の
申
し
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と

並
ん
で
、
こ
の
遅
遅
語
を
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
六
角
堂
の
利
益
の
特
色
が
で
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
寛
文
か
ら
延
宝
年
間
に
出
版
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
古
浄
瑠
璃

2
ハ
角
堂
救
世
主
口
薩
』
（
彰
考
館
蔵
）
も
、
六
角
堂
を
考
え
る
上
で
重

要
な
作
品
で
あ
る
。
本
書
は



二
条
通
寺
町
西
入
町
北
側

山
本
九
兵
衛
叔

の
刊
記
を
も
ち
、
内
容
は
、
や
は
り
六
角
堂
観
音
の
利
生
を
多
く
説
き
、
全
五
段
中
第
二
段
に
は
、
古
浄
瑠
璃
ら
し
く
戦
闘
の
場
合
が
み
ら

れ
る
o
r
J

落
窪
の
草
子
』
と
の
関
係
で
、
特
に
重
要
な
の
は
第
一
段
で
、

し
か
れ
ど
も
、

い
か
な
る
し
ゅ
く
ご
う
に
や
、
御
子
さ
ら
に
ま
し
ま
さ
ね
ば
、
ふ
う
ふ
、
あ
け
く
れ
仏
神
に
き
せ
い
あ
る
、
中
に
も
都

に
か
く
れ
な
き
、
六
か
く
だ
う
の
く
せ
ぼ
さ
つ
、
れ
い
け
ん
た
つ
と
き
く
わ
ん
ぜ
お
ん
に
、

三
七
日
ま
ふ
で
給
小

と
あ
る
よ
う
に
、
後
鳥
羽
院
の
御
宇
、
月
丸
太
政
大
臣
夫
婦
が
六
角
堂
に
申
し
子
を
祈
願
す
る
。

し
か
し
、
観
音
は
婦
人
の
腹
に
子
を
授
け

る
こ
と
は
せ
ず
、

五
歳
に
な
る
女
子
を
与
え
る
と
夢
告
し
、
そ
の
通
り
に
な
る
。
そ
の
五
歳
の
子
供
自
’
身
が
、
六
角
堂
観
音
に
よ
っ
て
別
の

女
に
生
ま
さ
れ
た
子
供
な
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
は

六
角
堂
観
音
の
申
し
子
と
い
う
点
で
も

人
と
人
と
の
お
還
と
い
う
点
で
も
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『
落
窪
の
草
子
』
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
子
供
が
六
角
堂
に
お
い
て
授
受
さ
れ
る
の
は
、
井
原
西
鶴

J
日
艶
大
鑑
』
の

冒
頭
に
あ
る
、
六
角
堂
の
門
前
で
捨
子
を
拾
う
話
と
も
近
似
性
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
そ
の
内
容
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
、
伊
達
本
の
謡
曲
『
六
角
堂
』
（
『

u

未
刊
一
謡
曲
集
』
幻
）
は
、

詞
章
の
み
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、

六
角
堂
観
音
の
開
帳
の
時
に
、
筑
紫
箱
崎
の
夫
に
死
別
し

一
子
菊
若
丸
に
生
き
別
れ
た
狂
女
が
、
観
音
の
利
生
に
よ
っ
て
菊
若
丸
に

再
会
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
本
作
品
は
明
ら
か
に
、
謡
曲
口
】
隅
田
川
【
一
｝
『
柏
崎
』
一
「
一
百
万
己
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
骨
子
は
六
角
堂
の
利
生

語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
ち
ら
は
女
性
の
物
狂
い
で
あ
る
が
、
や
は
り
狂
人
が
登
場
し
、
ま
た
、
夫
婦
の
出
会
い
で
は
な
い
が
、
や
は
り
人

と
人
と
の
出
会
い
を
描
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
音
U

味
で
は
、
『
落
窪
の
草
子
』
に
発
想
的
に
近
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の



謡
曲

2
ハ
角
堂
』
を
含
む
、
伊
達
本
番
外
謡
曲
五
百
六
番
は
、

素
材
が
巷
説
や
田
舎
の
無
名
に
近
い
神
社
仏
閣
な
ど
の
縁
起
と
い
っ
た
民
間
伝
承
的
な
も
の
に
よ
っ
た
所
が
多
（
「
伊
達
本
番
外
謡
曲
解

題
」
『
未
刊
謡
曲
集
』
汎

い
と
い
う
特
色
を
も
つ
か
ら
、

あ
る
い
は
こ
の
曲
も
六
角
堂
周
辺
の
民
間
伝
承
が
も
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
六
角
堂
を
み
て
く
る
と
、
『
落
窪
の
草
子
』
が
盛
ん
に
写
さ
れ
る
頃
ま
で
、

近
世
前
期
ま
で
の
、
文
学
に
お
け
る
六
角
堂
の

姿
は
、
お
の
ず
と
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
六
角
堂
と
い
え
ば
、
申
し
子
や
、
人
と
人
と
の
避
還
の
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
観

立
臼
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
は
六
角
堂
に
限
ら
ず
、
清
水
寺
や
長
谷
寺
も
同
様
な
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
観
音
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
六
角
堂
も
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
清
水
寺
や
長
谷
寺
は
さ
ら
に
大
き
く
、
知
名
度
も
高
か
っ
た
の
で
、

堂
が
文
芸
作
品
に
登
場
す
る
機
会
は
多
く
な
く
、

し
か
も
さ
ほ
ど
流
布
し
た
と
は
思
え
な
い
作
品
に
残
っ
て
い
る
に
十
ぎ
な
い
。
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そ
の
効
験
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
種
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
多
く
の
説
話
集
・
物
語
が
説
く
通
り
で
あ
る
。
そ
の
点
、
六
角

し
た
が
っ

て
、
こ
れ
だ
け
の
例
か
ら
六
角
堂
を
性
格
付
け
よ
う
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
の
だ
が
、
あ
る
程
度
は
こ
の
よ
う
な
性
格
が
い
え
る
と
思

う
。
お
そ
ら
く
は
、
六
角
堂
と
い
え
ば
、
申
し
子
や
、
人
と
人
と
の
遅
遅
を
か
な
え
て
く
れ
る
観
音
だ
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
人
々
に
語

り
継
が
れ
、
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
を
説
話
の
よ
う
に
し
て
伝
承
し
た
人
々
が
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
六
角
堂
の
僧
自
身
が
、
説
教
の
材
料
と
し
て
、
六
角
堂
の
霊
験
あ
ら
た
か
さ
を
説
く
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
話
を
使
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
六
角
堂
の
文
芸
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
『
落
窪
の
草
子
』
と
共
通
点
を
も
つ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
六

角
堂
説
話
と
で
も
称
す
べ
き
伝
承
が
あ
り
、

そ
れ
を
も
と
に
書
か
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
想
像
し
た
い
。

し
た
が
っ
て

『
落
窪
の
草

子
』
の
六
角
堂
に
関
す
る
話
は
、
作
者
の
独
自
の
創
作
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
六
角
堂
の
周
辺
に
あ
っ
た
話
を
取
り
入
れ
て
作
り



上
げ
ら
れ
た
も
の
、

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
六
角
堂
に
関
わ
る
話
と
し
て
、
『
住
吉
物
語
』
の
六
角
堂
の
別
当
法
師
の
こ
と
や
、
守
昨
日
や
今
日
の
物
語
門
口
上
巻
第
七
段
の
話
に

つ
い
て
も
触
れ
た
い
が
、
そ
の
余
裕
が
な
い
。

ま
た
、
六
角
堂
は
多
く
の
日
記
・
地
誌
等
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

田
中

教
忠
氏
三
ハ
角
堂
如
意
輪
観
世
音
考
円
』
（
昭
和
8
年
）
、
名
畑
崇
氏

J
ハ
角
堂
考
L

（
『
大
谷
史
学
』

ω
・
昭
和
均
年
）
等
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

’－、。
十
／
、

ν

六
、
同
時
代
物
語
と
の
関
係

吋
落
窪
の
草
子
』
に
お
け
る
『
落
窪
物
語
』
と
六
角
堂
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

｝
れ
以
外
に
も
『
落
窪
の
草
子
』
の
成
立
に

守
落
窪
の
草
子
』
を
継
子
物
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
小
説
群
の
中
に
位
置
付
け
、

そ
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は

す
で
に
市
古
貞
次
氏
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関
わ
る
重
要
な
要
素
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
同
時
代
の
物
語
類
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

が
『
中
世
小
説
の
研
究
』
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
継
子
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
市
古
氏
の
御
著
書
を
参
照
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
、

こ
こ
で
は
、
継
子
物
で
は
な
い
が
、
室
町
時
代
物
語
の
中
で
一
つ
だ
け
、
『
落
窪
の
草
子
』
と
近
似
関
係
に
あ
る
作
品
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
『
文
正
草
子
』
で
、
庶
民
栄
達
の
物
語
と
し
て
、
室
町
時
代
物
語
の
中
で
は
最
も
流
布
し
た
作
品
で
あ
る
。

特
に
江
戸
時
代
に
な
る
と
渋
川
版
御
伽
文
庫
二
十
三
編
の
冒
頭
を
飾
り
、
正
月
に
は
「
読
み
初
め
」
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
、
室

町
時
代
に
お
い
て
も
そ
う
有
名
だ
っ
た
か
は
確
た
る
も
の
が
な
い
。
以
下
、
『
文
正
草
子
』
と
『
落
窪
の
草
子
』
の
類
似
点
を
列
挙
し
て
み

よ
p

フ。
①
二
位
の
中
将
、

父
関
白
を
始
め
と
す
る
登
場
人
物
、
及
び
そ
の
名
前
。



②
姫
君
は
申
し
子
。

こ
こ
ま
で
は
、
他
の
継
子
物
と
も
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
も
、

③
中
将
が
都
か
ら
消
え
去
っ
て
か
ら
の
邸
内
の
騒
ぎ
や
、
北
の
方
の
歎
き
。

④
鹿
島
大
宮
司
が
中
将
と
面
会
す
る
場
面
と
、
『
落
窪
の
草
子
L

の
中
納
言
が
中
将
と
面
会
す
る
場
面
。

⑤
中
将
が
姫
君
を
連
れ
て
都
へ
上
る
時
、
人
々
が
供
に
集
ま
る
場
面
。

⑥
帝
が
登
場
す
る
。

⑦
姫
君
の
父
は
大
納
言
ま
で
栄
進
す
る
。

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
『
て
こ
ぐ
ま
物
語
【
』
等
に
も
あ
る
類
型
的
な
と
こ
ろ
な
の
で
強
調
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
終

文
正
草
子
（
赤
木
文
庫
旧
蔵
横
形
奈
良
絵
本
『
大
成
十
二
』
）

22 -

る
店
目
前
…
で
、く

わ
ん
は
く
殿
ま
ん
と
こ
ろ
も
、
く
に
ノ
＼
を
な
ひ
か
し
、
た
か
き
と
こ

ら
ノ
、
を
L

に
て
、

｜

｜

｜

（

似

た

う

を

）

ひ
き
〉
所
に
は
、
た
う
を
た
て
、

大
か
い
に
、
ふ
ね
を
う
か
め
、
こ
か
わ
に
、
は
し
を
か
け
、

さ
ま
ノ
＼
の
、

ぜ
ん
じ
、

ぜ
ん
ご
ん
を
、

御
心
に
入
給
ふ

落
窪
の
草
子
（
万
治
二
年
刊
本
）

大
な
こ
ん
は
、

ば
ん
み
ん
の
た
め
に
と
て
、
た
か
き
と
こ
ろ
に
た
う
を
た
て
、
ひ
く
き
と
こ
ろ
は

や
ま
を
つ
き
、
大
が
に
は
、
ふ

ね
を
う
か
へ
、
こ
が
は
に
は
、

は
し
を
か
け
て
、

じ
ひ
を
、
も
つ
は
ら
と
し
て
、

し
ゅ
し
ゃ
う
の
た
め
に
、

よ
き
こ
と
を
の
み
、
た

く
み
給
ふ

と
い
う
近
似
し
た
本
文
が
存
在
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
『
文
正
草
子
』
で
は
、
掲
出
本
の
他
に
、
回
全
一
図
書
館
蔵
本
、
御
伽
文
庫
本
等
の
系
統



に
み
ら
れ
、
片
落
窪
の
草
子
』
の
方
は
、

A
付
類
本
の
み
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
類
型
句
で
あ
る
か
ら
、
考
え
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と

す
る
に
し
て
も
、
前
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
全
体
の
骨
格
に
関
わ
る
部
分
に
お
い
て
似
た
構
想
を
も
っ
て
い
る
点
か
ら
、
ど
ち
ら
か
の
成
立
に

一
方
が
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

『
文
正
草
子
ι
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
れ
も

確
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
現
在
残
る
写
本
に
は
室
町
末
期
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
伝
本
上
は
『

J

落
窪
の
草
子
』
よ
り

古
い
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
『
落
窪
の
草
子
L

が

『
文
正
草
子
ι
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
は
断
ニ
一
一
口
で
き
な
い
が
、
構
想

的
に
『
文
正
草
子
』
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

む
す
び

最
後
に
、

『
落
窪
の
草
子
』
内
で
の
、

A
B
C
三
つ
の
系
統
の
成
立
順
序
と
作
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

」
れ
ま
で
み
て
き
た
よ

23ー

う
に
、

A
類
本
は
、
『
落
窪
物
語
』
の
影
響
が
最
も
強
く
、
『
文
正
草
子
』
に
も
近
い
面
を
も
っ
て
い
る
。

B
類
本
口
、
六
角
堂
の
利
生
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

C
類
本
は
、

B
類
本
に
近
い
が
、

A
類
本
と
似
た
箇
所
も
あ
り
、
全
体
的
に
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

C
類
本
は
、

A

B
両
類
本
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
類
本
よ
り
後
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

A
B
両
類
本
の
先
後
関
係
は
な
か
な
か
判
断
が

つ
か
な
い
。
『
落
窪
物
語
』
や
『
文
正
草
子
』
に
近
い
面
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

A
類
本
の
方
が
先
に
で
き
、

そ
れ
に
六
角
堂
の
縁
起

を
加
え
改
作
し
た
の
が

B
類
本
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
逆
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
作
者
は
、
他
の
室
町
時
代
物
語
と
同
様
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
六
角
堂
の
利
生
が
多
く
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
角
堂
関
係
の

人
間
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
立
洛
窪
の
草
子
』
を
み
て
く
る
と
、
最
初
に
あ
げ
た
、
篠
原
氏
と
市
古
氏
と
の
見
解
の
相
違
の
理
由
は
、

お
の
ず
か
ら
明
ら



か
で
あ
ろ
う
。
篠
原
氏
は
『
落
窪
物
語
』
の
影
響
の
濃
い
部
分
に
注
目
さ
れ
、
市
古
氏
は
、
六
角
堂
の
話
の
方
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

相
違
で
あ
っ
て
、
『
落
窪
の
草
子
』
は
、
こ
の
両
面
を
そ
な
え
た
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
『
落
窪
の
草
子
』
は
、
『
落
窪
物
語
』
に
直
接
的
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
六
角
堂
の
利
生
語
と
し
て
、
当

時
の
説
話
・
物
語
類
を
組
み
込
ん
で
成
立
し
た
作
品
で
あ
り
、

そ
の
構
想
に
は
『
文
正
草
子
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
、

と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記

本
稿
は
、
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
一
部
に
よ
っ
た
、
第
三
五
九
阿
国
文
学
研
究
会
（
昭
和
六

O
年
六
月
一
五
日
）
の
発
表
を
も
と
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
各
途
次
に
お
い
て
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
諸
先
生
方
、
持
び
に
、
貴
重
い
い
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
各
閃
民
館
・
諸
先
生
に
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
た
い
。
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